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する見方を採用した最初の研究ということができる。体裁は、 B5版 230 頁、原稿用紙換算で約 600 枚程度となって
いる。











































国の枠のなかに戻して理解すべきだとする J ・ C ・ A ・ポコックらの「ニュー・ブリティシュ・ヒストリ」を取り入れ、
近世イギリス帝国全体の枠組みのなかに、アイルランド史を置き直してみる試みである。同時に、それは、ひと頃の
アイルランド・ナショナリストによる、イギリスの植民地支配の糾弾にのみ性急な歴史観を修正するものでもある。
この意味で、本論文は、たんにわが国で最初の近世アイルランド政治史の本格的研究というにとどまらず、近世イ
ギリス帝国史研究全体に、重要な見直しを迫る結果にもなっている。たとえば、これまで、独自の運動とみられがち
であったアメリカ植民地の抵抗運動は、アイルランドの先例との関係を中心に再考されるべきであろうし、スコット
ランドの反乱やイングランド自体のいわゆるピューリタン革命の意味も、ここに提示されたイングランドとアイルラ
ンドの関係のありように照らして、再考される必要があるかもしれない。このように、周辺分野に与える本論文のイ
ンパクトは、きわめて大きいと思われる。
また、本論文が編み出した「王国J と「植民地」という研究上の概念は、近世イギリス帝国の他の従属地域の分析
にも、比較の基準点として用いることができるであろうし、さらにすすんで、 19 世紀以降の帝国史研究にも、比較の
基礎を与えることになるものと期待される。
要領よくまとめられた本論文にも、あえてさらに要望するものがあるとすれば、上記のような、わが国で伝統的に
とられてきたアイルランド史への視点一一たとえば、イギリス重商主義の視点一ーについて、本論文の観点からすれ
ば、どのようなことがいえるのかが明示的に説明されていれば、本論文の位置づけがよりわかりやすかったかもしれ
ない。しかし、それらの論点は、別に論考をたてて論じることも、十分に可能なことである。
したがって、本論文は、近年の世界の学界動向に照らして、十分な水準にあり、本論文を博士(文学)の学位を授
与するに十分な価値を有するものと認める。
- 66-
